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静脈 ビ ジ ネ ス の 産業化

自動車解体の 生 産組織に関する一 考察 ＊

中　谷　勇　介

　　　 Industrialization　in　Environmental　business

An 　consideration 　of 　production　organization 　in　automobile 　recycle

NAKATANI　Yusuke

1 ． は じめ に

　自動車解体 ビ ジ ネス で は
，

廃車を一
般ユ

ー
ザ

ー
， 白動車デ ィ

ー
ラ
ー

， 保険会社や リ
ー

ス 会

社 などか ら引 き取 る 。 そ の 引き取 っ た廃車か ら ， 事前選別処理物品 とよばれ る もの を回収 し ，

それ を しか るべ き処理 をお こ なう業者 に引 き渡す 1
。 残 っ た 部分か ら内装や 外装 の 部晶 を取 り

外す。最後に残 っ た部分は，破砕 もし くは プ レス され て 「鉄ス ク ラ ッ プ」とし て リサ イク ル

され る 。 破砕 （シ ュ レ ッ ダー
）の 場合 は ， 金属 と ASR （シ ュ レ ッ ダー ・ダス ト）に分けられ

て 金属の み を再利 用 し ，
プ レ ス の 場合 は電炉 メ ーカーに納入 されて 再利用 される 。 ビ ジネ ス

モ デ ル と して 見れ ば ， 自動車解体 ビ ジ ネス は 2 つ の 部分 に分 けて 考える こ とがで きる 。 1 つ

は ， 引 き取 っ た廃 車か ら市場価値 の ある部品 を取 り外 し， 中古部品 と して販 売をお こ なうビ

ジ ネス であ る
2

。 もう 1 つ は部品な どを取 り外 して残 っ た ガ ラ を ，「鉄ス ク ラ ッ プ」と して 電

炉メ ーカ ーな どに販売をする ビ ジ ネス である 。 解体に携わ る業者 の 中に は 「鉄ス ク ラ ッ プ を

作る こ とがあ くまで も業の 基本 で あ り， 部晶を取 り外 して 販売す るこ とは主 卩的で はない 」と

語 る者 も少 な くは ない 。しか しなが ら
， 現代の 自動車解体ビ ジネス にお い て 鉄 ス ク ラ ッ プ の

＊
　 取材 お よ び 本稿執筆 の 過程 で ，多くの 方 々 の ご協力 を 頂戴 し た。こ の 場 を借 りて 心 よ り感謝申 し 上 げる 。

当然 な が ら本稿 に あ りうべ き誤 謬 はすべ て 筆
．
者の 責に帰す る も の で あ る、

1
　 事前選別処理とは，自動車 リサ イ ク ル 法に よれ ば タイ ヤ，バ ッ テ リー，廃液，蛍光灯 な どの 物品を指す。こ

の うち，自動車用 タ イヤの リサイク ル 過程 に 関して は拙稿 「2005b］を参照されたい 。

2
　 外装部品 の よ うに そ の ま まを販売す る もの もあ るが ，機能部品に は摩耗 し た構成部品 を取 り替えて （リ ビ

ル ドして ）販 売 され る もの もあ る。こ れ ら は リ ビ ル ド部 品 と よば れ る。リ ビ ル ドビ ジ ネ ス につ い て の 事例 は拙

稿 ［2004］を参 照 さ れ た い 。
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「生 産」へ 過 度に依存す る の は ， 鉄ス ク ラ ッ プ価格の 変動に左右 され るた め ， 安定的 なビジ ネ

ス 運営を阻害する要 囚とな りうる 。 しか し ，
ス ク ラ ッ プ としてすべ て を潰 して しまうの で は

な く， 中古 だが市場価値の ある部品 を取 り外 す こ とで利 益を得 る こ とは可能 であ る 。 こ の よ

うに ，後者に 関する ビジ ネス モ デ ル の 確立が解体ビジ ネス を安定的な もの とさせ るた め に 重

要 とな っ て くる 。

　2002年 7 月 「使用済 自動 車の 再 資源化等に関す る法律」（自動車 リサイク ル 法）が制定さ

れ ，2005年 1月 よ り本格的に施行され て い る 。 香川県の 豊 島で 発生 したASR 不法投棄事件が

本法律施行の 原動力の 1 つ で あ っ たの だが ， 自動車が解体を通 じて リサ イク ル され る過程 で

は適正処理が 困難 なもの （ASR な ど）が発生す る と い うこ とが注 目され る よ うにな っ た 。 こ

の よ うに 自動車リサ イク ル を環境問題 として とらえる
一

方で ，「環境ビ ジネス 」とい う見方か

ら ， 自動車解体を新 た な利潤機会と し て 位置づ けよ うとする 企業も少 なか らずあ っ た ，，

　 自動車解 体ビ ジ ネス は約70年の 歴史が ある と言わ れ て い るが ， 自動車 リサ イク ル 法以 前で

は零細 企業が 多くを占める と言われて きた 。 い わばニ ッ チ として の 産業で あ っ た とい えよう。

しか し， 自動車 リサイク ル 法 を契機 として ， 本法律が 求める ビ ジネス の 「適正化」とともに ，

新規参入 と既存企業の 淘汰が 進ん で きた の で ある 。 前者の 「適正化」とは， 自動車 リサ イ ク

ル 法で は ， 周辺 の 環境に も配慮 して適正処理 をする ために必要な設備 を事業者 に求めて い る，，

結果 的に ，
こ の ような設備に 対 して投 資の で きな い 零細 な事業者 は業の 許可 を取得 で きない

ため に廃業を余儀な くされ る。

　新規参入の パ タ
ー

ン として は ， まず 自動車デ ィ
ー

ラ
ー

業や 整備業か らの 参入 ， シ ュ レ ッ ダ
ー

業か らの 参 入 ， 商社 か らの 参入，それ以外 の 異業種に よる もの が考 え られる 3
。 す で に見たよ

うに，自動車解体ビ ジネス は   廃 車の 仕人れ →   解体 →   ス ク ラ ッ プ納人　とい う流れ に よ っ

て構成 され る 。 したが っ て ， 最初に い か に原材料 として の 廃車を集め る ル ー
トを確保するか

が ビジ ネス を成功 させ る ヒで 問題 とな っ て くるの で ある 。 自動車デ ィ
ー

ラ
ー （新車，中 占車

ともに ）や 整備業者が設立母体 となる こ とで ， こ の 点にお い て 比較優位が 発生する とい える。

また ， シ ュ レ ッ ダ
ー
業 も同 じ理由で そ うで な い 業者よ りも優位性 は考え られ る 。 しか し ，  

の 解 体 に つ い て は ど うで あ ろ うか 。

　 自動車解体は外川 ［2001］な どが 指摘する よ うに ，零細企業にお い て 2 〜 3 人で 細 々 と行

われ るケ
ース が多 い 。 こ の ため ， 何 を どれ だけ ， そ して どの ように取 り外す かは作業従事者

の 経験 あ る い は勘に頼る とこ ろが 大 きか っ た 。 とい うの も，完成車 メーカ ーを 中心 と した動

脈側 と，解体や シ ュ レ ツ ダ
ー

な どの 静脈側 と は ほ とん ど接点は な く，近年に な っ て も解体方

法をめ ぐる情報提供 などは進 んで い なか っ たの で ある
4

，， また ，
ニ ブラ などの 機械導 入に よる

生 産性の 向上 はほ とん ど進ん で い なか っ た の で あ る 、， 逆に言えば，比較的少な い 資本で も参

／1
　 自動車解体 ビ ジネス に おけ る，最近の 新規参入動向 につ い て は平岩 ，12005］ に ま とめ られ て い る。

d　 既存 の 解体業者な ど と協力 して ，リサイク ル しやす い 自動車の 設計 につ い て 取 り組 み を始め た完成車メ
ー

カーは存在す る。
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入 しや すか っ たともい えよう。 こ の ような状況にあ っ た解体 ビジ ネス を い わ ば
“
blue　ocean

”
，

と して 潜在的参人企 業は とらえた の で ある 。 市場 に存在す る既存企業は小 規模で ある ため ，参

入 しよ うとする 企業の取 るで あろ う戦略は ，よ り処理能力が 大 きな規模を有 して の 参入 で あ

る 。 実際 ， 参 入 した企業の 多 くは 月間の 解体処理 能力 が1000〜2000台 に の ぼ っ て お り，す べ

て の 企業が予定す る処理能力で 稼働 した場合に は ，国内で 流通す る廃車の 合計を上 回る と さ

え業界内で い われ る ほ どで ある 。

　で は
，

こ の よ うな機械化に よ る 効率化 と大規模化は どの ように 進ん だ の か ， 動脈産業に お

け る ノ ウ ハ ウ の 応用 と い う視点か ら 2 つ の 企業ケ
ー

ス を中心に とらえてみ る こ とにする 。

2． 動脈産 業か らの 応用

　効 率的 な自動車解体 を考 えた場 合 ， 思 い 浮かぶ アイデ ア は 「自動車の 製造工 程 をヒ ン トに

す る」とい うもの か も しれ ない
。 しか し実際 にその 11程 を見学 してみ る と，製造過程 を逆 に

トレ
ー

ス しな が ら解体 をする こ とが現 実的で な い こ とに気づ く。 廃車の すべ て の 部品 ・部材

を取 り外 す こ とはあ まり合理的で ない ヒに ， 年式 もメ ーカ ーも異 なる車 を対象 にする解体 ビ

ジネ ス の 場合，完成車 メ ーカーの よ うに大がか りな機械化に頼る こ とは 出来ず，多 くを人手

に頼る こ ととなる 。 したが っ て 導き出 され る の が ， よ り短時間で 多くの 車両 を処理す る ため

に
， 可能な部分 を機械化す る こ と で あ る 。 そ こ で

， 自動車解体プ ロ セ ス に お ける
， 動脈産業

か ら の ノ ウハ ウ の 応用 に 関 して ， ジ ョ ブ ・シ ョ ッ プ と流れ 作業と い う伝統的な組織形態 ， そ

して 現代 的な生産 形態の 1 つ ともい える セ ル 生産方式 ， とい う 2 つ の 類型 を念頭 に置 い て考

察 して みた い 。

解体 のプロ セ ス

　各 々 の 生産形態 につ い て 言及す る前 に，共通す るおお まか な解体過程 に つ い て まとめ て お

こ う。 解体の プ ロ セ ス は ， まずタ イヤ や バ ッ テ リ
ーとい っ た再資源化可 能 なもの を取 り外す

と同時 に
，

フ ロ ン ガ ス や廃油 ・廃液の 回収を含む 「前処 理工 程」が行 わ れる 。 そ して ，中古

部品 と して 販売する ドアやバ ン パ ーやボ ン ネ ッ トとい っ た外装部品の 取 り外 しが 続 く。 次に ，

エ ン ジ ン や 足 囘 りな どを中心 とした機能部 品の 回収工 程 に進 む 。 中占部品を取 り終 えた後 は ，

い わ ゆ る廃車ガ ラ を鉄ス ク ラ ッ プ と して 「商品化」する工 程 とな る c，自動車の 多 くは 鉄で 構

成 され て い る もの の ， 鉄 ス ク ラ ッ プ として再利用する には好ま し くな い 銅分が含まれて い る 。

銅 は電装 部品 をつ な ぐワイヤーハ ーネス や各種小 型モ ーターに含 まれて お り，これ らを解体

時に取 り除く必要が ある 。 銅分が プ レ ス した鉄ス ク ラ ッ プに 占め る割合が低けれ ば低 い ほ ど，

電炉 メ
ー

カ
ーへ の プレス納入価格に プ レ ミア ム が上乗せ され る 。 この ワ イヤーハ ーネス の 除

去 と
， 最後 にプ レ ス 機 に入 れやす い よ うに解体す る の は ニ ブ ラ と呼ば れ る先端が ハ サ ミ状 と

な っ た 重機の 役 目で あ る 。
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ジ ョ ブ ・シ ョ ッ プ と流れ作業

　 ジ ョ ブ ・シ ョ ッ プ生 産方式と は，同種の作業をおこ なう仕事や機械 設備 を 1 つ の 組織ユ ニ ッ

トと して ま とめ ， 製晶が その つ ど必要 となる作業に応 じて 各々 の ジ ョ ブ ・シ ョ ッ プ を通過す

る よ うな生産形態で あ る 。 こ の 形態を採用す る メ リ ッ トは ，小 ロ ッ トの 生産や個 々 の 顧客注

文 に応 じた生産 をする こ とが 卩∫能 で ある とい うこ とで あ る。 白動 車解体 にお い て は ， 車種や

メ
ー

カ
ー

な どをある程度 まとめ て 処理工 程に流すこ とも可能で ある が ， 素材 となる廃車の 入

荷量 と生産性を天秤にか ける と効果的に揃 える こ とは現実的で ない
。 したが っ て 多くの 場合 ，

メ ーカ ーや車種，年式な どが異な る麗車が各ジ ョ ブ ・シ ョ ッ プへ と流れ るこ とになる 。

　 は じめに触れた ように ， 自動車解体 ビ ジネス に おける主要 な収益源の 1 つ が 中古パ ー
ツ の

販売で ある 。 しか し，中古部品を 巡る ビジ ネス に は 困難が 存在 して い る 。 「ヒ ッ ト率」の 問題

で ある 。 ユ
ーザ ーが補修時に利用 した い もの が解体に よ っ て常に生産で きるか （在庫 として

持 っ て い る か）ど うか と い えば，答えは否で ある 。 こ の ため ，多 くの 事業者は 中古部品の ネッ

トワ
ー

ク組織 に加入 して い るこ とが多 い 。 こ れは ， ネ ッ トワ
ー

ク に加入 す る解体 業者 がそれ

ぞ れ持つ 中占部品在庫を融通 し合 い ，「ヒ ッ ト率」を高め て効率化 させ よ うとする 取 り組みで

ある 。 需要の 多い 外装部晶 として ，バ ン パ ー
， ドア ， テ

ール ラ ン プ などがあげ られる が ，
こ

れ らに市場価値が あるか どうか を見極め ，商晶価値を損なわ な い よ うな取 り外 しが 要求され

る 。 こ の 作業に は経験 と勘が 必要で あ り， 作業者の 熟練度に大 きく左右 され る の で あ る 。 こ

の 意味で ，伝統的な生 産形態で も，ジ ョ ブ ・シ ョ ッ プ形態を選択 する と い うの は 理にかな っ

て い る 。

　 しか し，そ もそ も自動車は明 らか に 人間 よ りも何倍 も大 きく，また 多くは 1 トン を超える

重量 で ある 、 工場 内に お い て解体車両 が各 ジ ョ ブ ・
シ ョ ッ プ間を移動す る際 に は ， それぞれ

フ ォ
ー

ク リ フ トで移動 させ る こ とが 多 い
。 ここ に は 「効率化」の ヒ ン トが 隠され て い る 。 動

脈，つ ま り完成車 メ ーカーにおける生 産プ ロ セ ス で は
， 組み 立て 従事者 はあ ま り動 くこ とな

く，組み 立て られ る 自動車の ほ うか ら動 い て くる 部分を多 く見る こ とが で きる 。 これ を解体

の 工 程に 応用 しよ うと して い る事業者が全 国で 散見さ れ る 。 フ ォ
ー

ク リ フ トに よ る車両 の 移

動は作業従事者の 事故に つ なが る危険が あ り，同時 に コ ス ト削減の た め．i：場 内の 作業従事者

をよ り少 な くさせ る とい う観点か らは作業の タ イム ロ ス を招 く、， ジ ョ ブ ・
シ ョ ッ プ聞の 移動

で極力フ ォ
ー

ク リ フ トを利用せ ず，そ の 部分 を コ ン ベ ア や ク レーン を用 い た ，ラ イ ン に よ る

流れ作 業形態 へ と代替 して い るの で あ る 。

　図 1 に示 した の は，関東の ある 解体業者A の 大 まか な レイ ァ ウ トで あ る n 同社は もとも と

シ ュ レ ッ ダー業を営 ん で お り，1998年 よ り解体業 に参入 した企業 で ある 。 A 社 の 解体 プロ セ

ス順序は ，すで に概説した
．
般 的な タイ プ とは少 し異な っ てお り，  中古部品の 回収T．程， 

液抜 きなど の 「前処 理」工 程 ，   ニ ブ ラ によ る解体工程 で 構成 され る 。 流れ作業生産形態を

導入 して い る の が   の 中古部品の 回収で ある 、た だ し，敷地 の 制約な どに よ り  か ら  の 工

程 は フ ォ
ーク リ フ トを利 用 して い る 5

、、

5
　 廃油や ク

ー
ラ ン トなどの 廃液 の 回収 の 際，作業性確保 の ために 解体車両を台 に上げ る工 程を採用して い る 。

こ の た め フ ォ
・一

ク リ フ トを 採用す る 積極的理 由が あ る と もい え る 。
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（出 所） ヒ ァ リ ン グ調 査 に よ り筆者作成

＊模式的 に 表 した もの で あり実際 の レ イア ウ トとは若 ｝
’
異 なる

図 1　 ジョ ブ ・シ ョ ッ プと流れ作 業一 A 社の ケ
ース

　 とは い え ，
こ の よ うに流れ作業形態の 導入は行わ れ て い る が ， 鉄ス ク ラ ッ プ を生産する た

め の 解体 プ ロ セ ス は ニ ブ ラ と呼ばれる重機 の 役割 に よる と こ ろが大 きい 。 我 々 の おこ な っ て

い る各地の 解体事業者へ の ヒ ア リ ン グ 調査か らわか っ た の だが ， ニ ブ ラ を活用 して い る事業

者が口 を揃える の は
， 「ニ ブ ラ の オ ペ レ ータ ー

に は熟練度が 要求され ， オ ペ レー
タ
ー

の ノ ウ ハ

ウが生産性やス ク ラ ッ プ と して の 品質を左右 して い る」と い うこ と で ある 。 ス ク ラ ッ プ と し

て の 品質 を上げて ， プ レ ミア ム を付けて電炉 メー
カ
ー

に納入する に は銅 分の 除去が 必要で あ

る とすで に指摘 した 。 こ の ため ， ワ イヤ ーハ ーネス をで きる だけ除去 しなければ な らい ない

の だが ，こ の 際手作業で は コ ス ト的に は採用 で きない た め に ニ ブ ラ を利用 して い る 。 こ こ で

熟練度や ノ ウ ハ ウが試 される の であ るが ，

一
番外 しや す い 箇所か らハ ーネス を確実に引 きは

がす作業 をお こ な っ て い る 。 どこ に 「あ た り」をつ けるか ， 的確 な判 断が瞬時 に出来 る オペ

レ
ー

タ
ー

の 存在が企 業の 収益 に影響を 与える の で あ る 。 い い か えれ ば，こ の よ うな人 的資源

の 確保 と育成 に成功で きるか どうか が ， 潜在的処理能力で 「過当競争」に な りつ つ ある 自動

車解体ビ ジ ネス におい て 競争優位に立 つ ヒで 重要 で ある と い えよう。

セ ル 生産

　 自動車解体 ビジ ネス の 特性を考える と，ジ ョ ブ ・シ ョ ッ プ や流れ作業と い っ た伝統的な牛

産組織の 応用が最適解 なの で あろ うか、，動脈 産業 に お い て は ， 「規模 の 経済」の メ リ ッ トを最

大限 に活用 した生 産方式が最 適で は な い 。 近年 で は ， 製 品サ イク ル の 短期化 とともに ， 市場

の 動態化 と細分化 され た消費者の 要求に応 じた製品の 牛産が求め られ て い る 。 こ の ため ，ジ ョ

ブ ・シ ョ ッ プ生 産の 長所 で あ る柔軟性 と ， 流 れ作 業生産 にお ける高 い 生産性 の 両 方を満たす

よ うな生産組織 形態が求め られる こ ととな っ た 。 そ の 解 の 1 つ として近年脚光 を浴 びるよ う

に な っ たの が セ ル 生産方式で ある 。 日本で は大手精密機器メ
ー

カ
ー

が プ リ ン タ
ー

や コ ピー
機

を生 産す る 際 に 活用 して い る 。
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　こ の セ ル 生 産の ア イデ ア を 自動車解体に持ち込ん だ事業者が存在する 。 近畿地方で操業す

るB社で あ る
6

。 同社は 自動車デ ィ
ー

ラ
ー

や整備板 金業 な どを多角的に展 開 して お り，
2002年

よ り自動車解体 ビジネス に参入 した 。 B社 は多角的に事業 を展 開 して い るた め，顧客 に と っ

て ，購入 ，修理 ，下取 りな どの 「ワ ン ス ト ッ プ ・サ ービス」が 可能で あ る 。 い わば 「範囲の

経済」を 目指 した事業農 開 をお こな っ て い る と い える 。 B 社 の 解体 レイ ア ウ トを図 2 に示 し

て い る 。 おお まか には ，  タイヤ，バ ッ テ リー，フ ロ ン ガ ス の 回収工 程，  廃油や廃液の 回

収工 程，  作業者ごとに分か れた解体工 程 ，  自動 プ レス 機工程で構 成 され る 。 こ こ で の ポ

イ ン トは  の プ ロ セ ス で ある 。 す で に 見た A 社の 流 れ作業の 例 で は
， 数人の 作業者がそれぞ

れ役割に応 じて 中古部品の 取 り外 しに 従事す る 。 しか し， B社の 場 合で は ， 前処理 の 終えた

もの を 1人 で すべ て解体する とい うプ ロ セ ス とな っ て い る 。 その 上 ， 大 手 の 同業他社 で は

常識 とな っ て い る ニ ブ ラ に よ る解体が存在 しな い
。 す なわ ちセ ル に お ける 手作業解体で ある 。

→◎
−

◎

◎
 

◎
．

◎

→

    「前処理」

 
プ
レ

ス

（出 所） ヒ ア リ ン グ調査 に よ り筆 昔作 成

＊模式的 に 表 した もの で あり実際の レ イ ア ウ トと は若 「異 な る

図 2　 セ ル 生産 一 B 社のケース

　生 産組織 の 柔軟性 と い う観点 か ら見 れば
，

ジ ョ ブ ・シ ョ ッ プ に近 い セ ル 生 産 は メ リ ッ トが

大 きい ，，しか し，生産性に つ い て は どうで あろ うか。例に 出 した精密機器 メ ー
カ
ーの 場合 ， 流

れ作業 よ りも少人数に よ る セ ル 生産の 方が 生産効率は 向上 した と い う。 で は
， 自動車解体に

応用 した B 社の ケース は ど うで あろ うか 。 い わゆる 零細事業者 と同 じよ うに 解体 した だけ で

は セ ル の メ リ ッ トは発生 しな い 。こ れが大 幅な生産性向上 を もた らすため に は ，
工 程管 理 と

時 間管理の 徹底が必要で ある 。 競争環境 が厳 しくなる に つ れ ， 既存 の 解 体事業者 におい て も

従来 の 「どんぶ り勘定」的発想を捨て て ， コ ス ト管理 や こ の よ うな 時間や工 程の 管理 に 目を

向ける よ うに な っ て きて い る，、

　 プ レ ス したス ク ラ ッ プの 価値 を上 げ るために は よ り精緻 な解 体が必要で あ る 。 しか し，鉄

G　 B 社 の 工 程 につ い て の 詳細 は拙稿 L200Sa」を参照 さ れ たい 。
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ス クラ ッ プ の 市場価格 は変動 をす る 。 こ の た め，鉄ス ク ラ ッ プ単体 で 採算 を考慮 して操業 す

る に は ，ど こ まで解体すれ ば よ い か と い う解体水準も変動せ ざる を えな い
。 こ の 解体水準の

変化に柔軟に対応する に は セ ル とい う組織の 選択が有用 で ある とい える 。 た だ，相場に よ っ

て 経営状況が 左右 される ようなビ ジ ネス モ デ ル は持続性の 観点か ら も好 まし くない 。 したが っ

て ，よ り市場価値 の あ る中古部品を回収す る必要 がある 。
セ ル 生産方式 の 弱点 と して 指摘 さ

れる の は ，
セ ル の 作業者に熟練度が 強 く要 求される とい うこ とで ある 。 市場価値が あるか ど

うか を判断す る 「目利 き」は
， 経験や ノ ウ ハ ウ と い っ た熟練 度が 要求され る作業で ある ， す

で に触れ た ニ ブ ラ の 場合 と同様に ， 競争優位を もた らす源泉は こ うした 人的資源の 蓄積 と育

成 にあ る とい える。

4． お わ りに

　本稿 で は 「動脈」にお ける ノ ウハ ウの 「静脈」へ の 応用 と い う視点 か ら ， 自動 中解 体 ビ ジ

ネス に お け る処理⊥ 程に つ い て 考察して きた 。 伝統的な生産組織形態で ある ジ ョ ブ ・シ ョ ッ

プ が 自動 車解体工 程 に は基本 的な形態 と して 存在 して お り，
生産性 向．ヒの た め に流れ作業 生

産方式 の 部分的な活用 を進め て い る企業が存在す る 。

一
方で ，柔 軟性 と生 産性 の 両方の 獲得

を目指す もの として セ ル 生産の 形態に取 り組 む企業が存在する こ とが わか っ た 。 どち らの ケ
ー

ス に お い て も， 解体の 主要 な部分を担 う工 程は少 人数の 作業従事者に 熟練 度が 求め られ
， 彼

ら の 能力が 各企業の 競争力に 影響 を与えて い る 。

　最後 に ， 自動車 リサ イク ル 法の 影響 に つ い て触 れて お きた い 、，現在 の 自動車解 体 ビ ジネス

を巡る環境は
， 当然の 事なが ら自動車リサ イク ル 法に よる影響 と分けて 考 える こ とは で きな

い 。 特に法律が施行 される こ とに な っ て 顕在化 したの が ， 適 正業者同 bに よる廃車の 取 り合

い 問題 で あ る 。 す で に指摘 したが ， 法律施行 を見込ん で 異 業種 か ら自動車 解体事 業へ の 大規

模で の 参入が進む 方 で，既存の 事業者が単独あ る い は他社 と組 む こ とで 事業規模 の 拡大 を

進め て きた とい う背景 が ある ，， こ の た め全体で の 潜在的 な処理能力は ， 全国で 発生する と考

えられ る廃車の 発 生数を上 回 っ て い る とい う指摘 もある 。 こ の よ うな過剰処理 能力に よる 「過

当競争」の 発生が ， 廃車 の 取 り合 い に拍車をか けて い る とみ なす こ と もで きる が，事はそ う

簡単で はな い 。 自動車 リサ イク ル 法の 枠内 で活動 しな い 事業者が存在 して い る の で あ る 。 本

来ユ
ーザー

が 負担すべ き自動車リサ イク ル 料金を事業者が肩代わ りする との 触れ込み で
，

ユ
ー

ザーな どか ら廃 車を引き取 っ て ， 実際に は誰 も負担する こ とな く違法に解体 して しま うとい

うケ ース で あ る 7
。 明 らかに違法で あ り，発覚 した場 合は罰則がある もの の ，こ の よ うな違法

7　 こ れ は 自動車の 登録抹消制度 に問題 が あ る 。 解体す る た め に登録 を抹消す る 際，永久抹消登録 （15条抹消

登 録）で は な く
．一
時抹消登 録 （16条抹消登 録）をす る ケー

ス が ほ と ん どで あ る。解体を ti的 と し た登 録抹消 の

際 に リサ イ ク ル 料金 の 預託 （支払 い ）が 済ん で い る よ うに制度設計が され て い る は ず で あ っ た、，しか し ， リサ

イ ク ル 料金 の 預託 照明が 永久抹消登 録の 申請書 に は 必 要で ，　
・
時抹消登録 の 中請書類 に は 必 要 で ない こ とか ら，

実際 に は リ サ イ ク ル 料金の 預託 を お こ な わず抜 け 駆 け 的 に 解体 が 可 能で あ る、，
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なケ ース は依然 と して 存在す る 。 こ の よ うな不 法業 者は ，
コ ス ト的 に少 な くと も自動車 リサ

イク ル 料金分は適法業者よ りも優位に立 つ こ とがで きる 。 自動車 リサ イク ル 法 の 制度が一般

ユ ーザー
に は まだ浸透 して い る とは い えない ため ， 自動車 リサ イ ク ル 料金が解体業者の 解体

コ ス トを まか な っ て い る と い う誤解 も存在す る S
。 したが っ て よ りユ

ー
ザーか ら引 き取 りをす

る際に も ， 先程 の ようなセ ール ス トー
ク で有利 に立つ こ とがで きる c、こ の ような状況 は ， 適

正処理 を担 う適正 な事業者 の 淘汰 に つ なが る可能性 があ り， 解体事業者の 持続 的なビ ジ ネス

環境 を担保で きない 要因 とな っ て い る の で 制度的な改善が 望 まれ る 。
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s
　 廃車 に あた っ て 処理が困難なフ ロ ン ガ ス ，ASR ，エ アバ ッ ク類 につ い て 完成車 メ

ー
カ
ー

等が引 き取 っ て 再

資源化をす る義務が 自動車 リサ イク ル 法で 定め られ た 。 自動車 リサイク ル 料金 は こ れ らの コ ス トを まか なうも

の で あ る。
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